
◆施策体系

3 放課後児童クラブの充実

4 青少年健全育成

第2章　子どもが大切にされるまち

1 子ども支援

1 子どもの育成支援の充実

2 子育て家庭への支援の充実

3 地域における子育て支援の充実

1 障害児支援の充実

2 子ども福祉

4 健やかな体の育成

6 学習環境の整備

7 教育環境の充実

　子どもたちが、地域の「絆」の中でしっかりと学び、健やかに育っ
ていけるよう、家庭、地域、学校などがそれぞれの役割を果たし、
一体となって子どもが大切にされるまちをめざします。

2 養育環境に配慮した支援の充実

2 就学前児童の保育の充実

2 豊かな心の育成

3 地域が信頼する学校づくりの推進

5 学校環境整備の推進

1 家庭・地域・学校みんなで青少年の健全育成

2 青少年健全育成の支援

3 青少年の教育及び体験活動の充実

5 学校教育

1 確かな学力と自立する力の育成

3 子育て環境

1 幼児教育の支援
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子ども医療費助成事業 こども支援課

既存

1,084,354

概
要

こども支援センターの子育て支援エリアにおいて、４歳未満の乳幼児の親子が安心して遊ぶこ
とができる交流施設（ひろば）の運営及びところっこ子育てサポート事業担当による利用者支援
事業を行う。

R7 37,734

R8

R5既存

児童手当支給事業

37,734

R5

こども支援課 4,528,009

既存

37,734

期間：H28～ R6 37,734

R5 145,863

R5

1,000

こども支援課

青少年課

児童扶養手当支給事業

R5 2,409

926,453R5既存

既存 R5 833

子ども家庭総合支援拠点運営事業 こども支援課 既存 R5 29,396

（千円）2-1-2

R5 36,075こども支援課 既存

こども支援課 既存 91,979

最
優
先

出産・子育て応援事業（経済的支援） こども政策課
重点 既存 R5

重
要

144,820

期間：R4～ R6

第1節　子ども支援

2-1-1 子どもの育成支援の充実

ひとり親家庭等医療費助成事業 こども支援課

病児・病後児保育事業

ところっこ子育てサポート事業

こども支援課

一般型一時預かり事業

子育て家庭への支援の充実

こども支援課

こども支援課

優
先

重
要

ところっこ親子ふれあい絵本事業 こども支援課

概
要

孤立しがちな子育て世帯に親子のふれあいの機会を体験していただくとともに、身近な地域の
子育て支援事業につながるよう、絵本の読み聞かせを通じた絵本の配布を健康推進部、教育
総務部との連携により実施する。

R3

99.43 99.28

こども支援センター運営事業（子育て支援）

既存

◇◆◇評価指標◇◆◇

R5

（千円）

既存ファミリーサポート事業

2-1-3
こども支援課

地域における子育て支援の充実
指標 16,239

既存 R5

子ども広場設置・整備費補助金

重
要

地域子育て支援拠点事業 95,604

既存 R5

こども支援センター（子育て支援）の利用者満足度 こども支援課

H29 R元 R6R2

（千円）

重点 指標 既存

重点 指標

R4 R5

既存 R5 1,439

期間：R2～ R6 1,439

R7 1,439

R8 1,439

98.35 目標値 100 100 100

こども支援センター（子育て支援）の利用者の満足度を測る指標です。
現　状：平成29年度の利用者に対するアンケートで「こども支援センター（子育て支援）の事業内容等に
ついて満足している」と答えた人の割合です。
目　標：毎年度100％をめざすものです。

現状値 100 100 100

単位：％ 実績値 98.31 未確定

子育て短期支援事業 こども支援課

289,639

概
要

妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯等に対する経済的な支援として、出産応援
ギフト、子育て応援ギフトを支給するもので、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談
に応じる伴走型相談支援と一体的に実施するものである。

R7 289,639

R8 289,639

R5

指標
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2‐1‐1 こども支援センター（子育て支援）の利用者数 こども支援課

◆◇◆事業目標

R6

現状値 85,856 目標値 60,000 60,000 60,000 60,000 60,000 60,000

H29 R元 R2 R3 R4 R5

こども支援センター（子育て支援）を利用している人数を示す指標です。
現　状：平成29年度にこども支援センター（子育て支援）を利用した延人数です。
目　標：毎年度60，000人以上をめざすものです。

2‐1‐2 ところっこ子育てサポート事業相談件数（基本型・特定型） こども支援課

単位：人 実績値 83,629 35,813 41,907 未確定

R6

現状値 872 目標値 900 900 900 900 900 900

H29 R元 R2 R3 R4 R5

子育て家庭を対象とした相談件数を示す指標です。
現　状：平成29年度のところっこ子育てサポート事業において利用者支援専門職員が相談を受け付けた
件数です。
目　標：毎年度900件以上をめざすものです。

2‐1‐3 ファミリーサポート事業の年間利用件数 こども支援課

単位：件 実績値 1,064 1,033 1,071 未確定

R6

現状値 12,155 目標値 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000

H29 R元 R2 R3 R4 R5

子育て支援体制の充実度を示す指標です。
現  状：平成29年度のファミリーサポート事業を利用した延件数です。
目  標：毎年度17，000件以上をめざすものです。
※目標値については、平成30年度より集計方法が変更になったことによる見込み値です。

単位：件 実績値 17,988 9,579 11,348 未確定
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レスパイトケア事業

R5

R5

R5

こども福祉課

R4

R7 145,159

145,159

100

37,088R5

R6

（千円）

R5

R6 145,159

こども福祉課 既存

145,159R8

20,720

89.8

現状値

R5

実績値 未確定

目標値 100100 100

優
先

こども支援センター運営事業（発達支援） こども福祉課
重点

概
要
こども支援センターの発達支援エリアにおいて、発達障害に関する事業として、相談支援、子ど
もの特性に応じた通所支援、研修・啓発などの地域支援を行う。

既存

期間：H28～

第2節　子ども福祉
◇◆◇評価指標◇◆◇

こども支援センター（発達支援）の利用者満足度

R元 R2 R3H29

2-2-1 障害児支援の充実

単位：％ 93.5 94.8

100 100

こども支援センター（発達支援）の利用者の満足度を測る指標です。
現　状：平成29年度の利用者に対するアンケートで「こども支援センター（発達支援）の事業内容等につ
いて満足している」と答えた人の割合です。
目　標：毎年度100％をめざすものです。

93

身体障害児補装具費支給事業

こども福祉課

難聴児補聴器購入費助成事業

障害児地域生活支援事業

こども福祉課

かしの木学園運営事業

障害児相談支援事業 こども福祉課

発達障害児等子育て応援事業

こども福祉課

2,997

重
要

児童虐待防止対策事業 こども支援課

養育環境に配慮した支援の充実

障害児通所支援事業 こども福祉課

62,925R5

R5既存

28,499

重
要

松原学園運営事業 こども福祉課 既存

介護給付費事業（障害児）

R5

2‐2‐1 こども支援センター（発達支援）の利用者数 こども福祉課

22,000 22,100現状値 19,517

◆◇◆事業目標

R2 R3 R4 R5

22,200目標値 21,800

H29 R元

25,083

R6

21,900

20,429

22,300

指標

こども支援センター（発達支援）を利用している人数を示す指標です。
現　状：平成29年度にこども支援センター（発達支援）を利用した人数です。
目　標：毎年度100人の増加をめざすものです。

37,260

19,667 未確定単位：人 実績値

既存 R5

ひとり親家庭等自立支援事業 こども支援課 既存 R5

児童家庭相談事業 こども支援課 指標 既存 R5

こども福祉課 既存

38,160既存 R5

既存

11,920

82,021

既存 R5

既存こども福祉課

982

333

（千円）2-2-2

既存

こども福祉課 既存 R5

1,519,930

157
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R元 R2 R3

2‐2‐2 児童家庭相談の件数 こども支援課

子どもに関する相談体制の充実度を示す指標です。
現　状：平成29年度のこども相談センターが対応した児童家庭相談件数です。
目　標：毎年度900件以上をめざすものです。

単位：件 実績値 875 749 889 未確定

R6

900 900

R4 R5

現状値 844 目標値 900 900 900 900

H29

▲こども支援センターの様子
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就学前児童の保育待機児童数 こども政策課

H29 R元 R2 R3 R6

（千円）

国が実施する保育所等利用待機児童数調査の際に示される要領に基づき算出した、就学前児童の保育
にかかる待機児童数を示す指標です。
現　状：平成29年4月1日現在の待機児童数です。
目　標：令和3年度までに、0人をめざすものです。

概
要

私立幼稚園等保護者負担軽減補助事業 保育幼稚園課
重点 指標

0 0

未定

第3節　子育て環境

2-3-1 幼児教育の支援 （千円）

R4 R5

現状値 26

◇◆◇評価指標◇◆◇

05 0

実績値 14 2 3

目標値 10

33単位：人

待機児童対策として全国的に保育園等が新設されたことにより、保育人材の確保が困難な状
況にあるため、民間保育園等の事業者が保育士用の宿舎を借り上げる場合の費用を補助する
ことにより、保育士の確保を図るものである。

R7

保育士宿舎借上補助事業 保育幼稚園課
重点 指標 既存

概
要 R8 未定

R5 20,167

R6 未定

未定

R7 未定

期間：H3～

未定

R6 未定

既存 R5 158,760

R8

市内に居住する心身障害児を健常児とともに保育する民間保育園等に対し、補助金を交付す
ることにより、障害児・健常児相互の健全な育成に寄与し、もって福祉の増進を図るものであ
る。

重点

概
要

概
要

給食調理業務においては、現業職員不補充の中、園児の食物アレルギーへの対応等、複雑か
つ高度化する保育園給食に対応する取組が求められている。　安心・安全な給食を将来　的に
安定して提供し、食育の推進を図るため、今後も継続して委託を実施する。

R7 未定

保育園給食調理業務委託事業 保育幼稚園課
重点 指標

未定

R5 248,159

期間：H28～ R6 未定

期間：H27～ R6

概
要

子ども・子育て支援新制度の創設に伴い、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業に対
する給付制度が導入され、国は保育士等の処遇改善等を通して質の改善を目指している。市
も民間保育園等に対し、保育の質改善のための補助を行うものである。

R7

特定教育・保育施設等保育の質改善費補助事業 保育幼稚園課
重点

既存

2-3-2 就学前児童の保育の充実

最
優
先

優
先

R5

未定

未定

優
先

R8 未定

障害児保育事業 保育幼稚園課
重点 指標

期間：R２～

146,762

期間：H27～ R6 未定

概
要

幼稚園型一時預かり事業 保育幼稚園課
指標 既存

幼稚園及び認定こども園の幼稚園部分において、教育時間外に児童を預ける保護者の負担軽
減を図るため、また、幼稚園等で実施する預かり保育における職員配置等の保育の質を向上
するため、幼稚園型一時預かり事業を委託するものである。

指標 既存 R5 451,141

R8 未定

R7 未定

R5

R8

既存

R8

30,101

期間：R元～ R6 未定

新制度未移行幼稚園及び幼稚園類似施設に在園する園児のうち、低所得世帯及び多子世帯
又は無償化対象外世帯を対象に、就園に要する経費に対する補助を行うことで、保護者の経
済的負担を軽減し、幼児教育の振興及び充実を図るものである。

R7 未定
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指標 既存 R5

児童クラブの狭隘化や大規模化等の解消のため、早急な対応が必要な小学校区において、放
課後児童健全育成事業(民設民営児童クラブ)を委託により現在10クラブ運営している。令和
5年度は新たに1支援単位を追加し、保育内容の充実を図るものである。

R7

期間：H27～

概
要

R5

幼稚園型一時預かり事業（私立幼稚園預かり保育事業含む）を利用している人数を示す指標です。
現　状：平成29年度の延利用者数です。
目　標：令和2年度までに、105，000人をめざし、その後、維持をめざすものです。

2‐3‐2 就学前児童の保育施設の利用者数 こども政策課

R6

R2 R3 R4 R6

現状値 104,651 目標値 104,700 105,000 105,000

H29 R元

105,000 105,000

R5

105,000

放課後児童対策一体運営事業（中富小学校）

放課後子ども総合プラン推進事業 青少年課 既存 0

指標 8,440既存

R5

R5 56,000放課後児童クラブ子育て支援事業 青少年課

◆◇◆事業目標

2‐3‐1 幼稚園型一時預かり事業の利用者数 保育幼稚園課

現状値 2,250 目標値 2,458 2,458 2,458

R6

H29 R元 R2 R3 R6

2,458 2,458 2,458

就学前児童の保育施設を利用している人数を示す指標です。
現　状：平成29年4月1日現在の利用者数です。
目　標：令和3年度までに、最大6，000人が利用できることをめざすものです。

R4 R5

R5

既存

就学児童の児童館生活クラブ及び児童クラブを利用している人数を示す指標です。
現　状：平成29年4月1日現在の利用者数です。
目　標：毎年度、必要なサービス量である2，458人をめざすものです。

単位：人 実績値 2,323 2,459 2,619 2,847

2‐3‐3 放課後児童クラブの利用者数 青少年課

5,900 6,000 6,000 6,000 6,000

単位：人 実績値 5,884 5,918 6,006 6,036

5,900

放課後児童クラブの充実2-3-3

最
優
先

放課後児童健全育成事業（民設民営児童クラ
ブ）

青少年課
重点

現状値 5,572 目標値

単位：人 実績値

H29 R元 R2 R3 R4

重
要

指標

120,121 114,299 135,763 未確定

青少年課

（千円）

161,366

R8 161,366

161,366

174,966
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R5 3,274

子ども写生大会開催事業 社会教育課 既存 R5 266

所沢こどもルネサンス開催支援事業 社会教育課 指標 既存

2,346

青少年団体活動助成事業 社会教育課 既存 R5 663

子ども会育成事業 社会教育課 既存

16.8 15.5

5,850

2-4-2 青少年健全育成の支援 （千円）

420,380

ふれあいタウン事業 青少年課

青少年健全育成の施策に対する市民満足度を測る指標です。
現　状：平成29年度の市民意識調査における施策の満足度についての設問のうち、「青少年健全育成」
に関する項目に対し、「満足」「まあまあ満足」と答えた人の割合です。
目  標：毎年度0．5ポイントの増加をめざすものです。

家庭・地域・学校みんなで青少年の健全育成

既存

459

1,466

青少年健全育成広報・啓発活動事業

第4節　青少年健全育成

2-4-1 （千円）

重
要

「家庭の日」推進事業 青少年課

青少年課 指標 既存 R5

R5

単位：％ 実績値 16.1 16.3

重
要

R5

◇◆◇評価指標◇◆◇

青少年健全育成に関する施策の満足度 青少年課

H29 R元 R2 R3 R4 R5 R6

既存 R5 296

現状値 28.0 目標値 28.5 29.0 29.5 30.0 30.5 31.0

R4 R5

◆◇◆事業目標

2‐4‐1 「三つ葉の提言」の配布数 青少年課

重
要

児童館運営事業

青少年相談員協議会補助金 青少年課

青少年課 指標 既存

既存

R5

2-4-3 （千円）青少年の教育及び体験活動の充実

青少年育成所沢市民会議交付金 青少年課

R5 72

既存 R5

家庭・地域・学校が連携を深めて青少年健全育成を図る目的で策定した「三つ葉の提言」の普及状況を図
る指標です。
現　状：平成29年度に「三つ葉の提言」（版を含む）を街頭キャンペーン等にあわせて配布した数です。
目　標：令和6年度までに3，500件をめざすものです。

R6

現状値 3,353 目標値 3,400 3,400 3,400 3,500 3,500 3,500

H29 R元 R2 R3

単位：件 実績値 3,683 1,767 2,442 未確定

最
優
先

期間：R5 R6

概
要

義務教育を終えて中学校を卒業する世代の若者へギフトカードを支給することにより、未来へ
挑戦する若者を応援するものである。また、申請の際にLINEの友だちに追加してもらうことに
より、高校生世代との接点を確保し、現状把握や情報発信等に活用する。

R7

R8

若者応援事業（16歳の未来へ） こども政策課
重点 新規 R5 12,084
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2‐4‐2 児童館利用者数 青少年課

現状値以上

単位：千人 実績値 343 160 199 未確定

R6

現状値 364.9 目標値

H29 R元 R2 R3 R4 R5

H29 R元 R2 R3 R4 R5 R6

青少年の健全育成活動の推進状況を示す指標です。
現　状：平成29年度の市内11児童館における利用者延人数です。
目　標：毎年度、現状値以上をめざすものです。

2‐4‐3 所沢こどもルネサンス事業参加率 社会教育課

30

青少年の体験活動への参加状況を測る指標です。
現　状：平成29年度の所沢こどもルネサンス事業への市内児童生徒の参加率です。
目　標：令和6年度までに30％をめざすものです。

27.5 28 28.5 29 29.5現状値 27 目標値

単位：％ 実績値 22.5 11.0 20.9 未確定

▼サッカー大会
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Ｒ6 2,507

概
要

従来の取組を引き継ぎ、児童生徒の「必要感・達成感」を大切にすること、一人一人に寄り添い
「自己肯定感」を高めること、学校・家庭・地域が手をつなぎ、「未来を切り拓く力」を育成するこ
とを行動方針の3つの柱とし、児童生徒の学力向上を図る。

Ｒ7 2,507

Ｒ8 2,457

59,868

59,868

Ｒ8 59,868

216

期間：R5～

Ｒ5 59,868

期間：H14～

R5

第5節　学校教育

2-5-1 確かな学力と自立する力の育成

特別支援教育支援員等配置事業

学校教育課

H29

資質向上事業

◇◆◇評価指標◇◆◇

埼玉県学力・学習状況調査における学力レベルの伸び

現状値

教育課題に対応した学力向上推進事業 教育センター

R元 R2

（千円）

既存

R5 998教育センター

17,679

既存

R3 R4 R5 R6

2 目標値 2 2 2 2 2 2

2 2 2

R5

3,384

「トコろん　のびのび塾」算数基礎学力向上プロ
ジェクト事業

学校教育課

学習支援員配置事業 学校教育課

1,936

Ｒ5 638新規

1,080

3,384

期間：R5～ Ｒ6

概
要
教育センター等を会場に、地域の教育力を活用した学習の機会を設けることで算数の基礎学
力向上を図り、学習意欲の向上及び中1ギャップ解消の一助とするものである。

Ｒ7 1,936

Ｒ8

概
要

令和5年度からコミュニティ・スクールを段階的に導入し、学校・家庭・地域が学校教育目標の
ビジョンを共有し、社会総がかりで子どもたちを育むことを目指すものであり、令和5年度にお
いては、モデル校3校で試行的に実施するものである。

968

コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課

概
要

「学び創造アクティブＰＬＵＳ」学力向上推進事業 学校教育課

確かな学力の育成の達成度を示す指標です。
現　状：平成29年度の埼玉県学力・学習状況調査における小4から小5、小5から小6、中1から中2、中
2から中3への各教科（国語、算数・数学、英語）の学力レベルの伸びの平均です。
目　標：毎年度2．0以上の学力レベルの伸びをめざすものです。
※「どのくらい難しい問題を解く力があるか。」を学力のレベルで表している。レベルが上がるほど、難易
度の高い問題を解く力がある。

単位：レベル
（※）

実績値 2

既存 123,339

確かな学力定着事業 学校教育課 既存

Ｒ7

既存 Ｒ5 2,358

期間：H23～

Ｒ6

Ｒ7原則として教員資格を有する人材を小・中学校に学習支援員として配置し、少人数指導など個
に応じた指導の充実を図り、児童生徒の「確かな学力」をはぐくむとともに、豊かな心やたくまし
く生きるための健康や体力を育成する。

学校教育課 203,604

R5 13,065既存

Ｒ6

Ｒ8

新規 Ｒ5

既存

優
先

R5

小学校外国語活動推進事業 教育センター

最
優
先

重
要
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学校司書配置事業（小・中学校）

Ｒ6 13,474

概
要

学校と地域が連携して危機管理体制を整え、学校内外での事故や事件を未然に防止するとと
もに、地域の防犯体制の強化・交通安全の推進を図るため、安全で安心な学校と地域の構築に
向けて学校を支援する。

Ｒ7 未定

Ｒ8 未定

学校教育課
既存 Ｒ5 39,734

期間：H6～ Ｒ6 39,734

概
要
学校図書館の円滑な運営とより一層の充実により、子どもたちの豊かな心の育成を図るため、
学校図書館担当教員（司書教諭）の補助として、学校司書（会計年度任用職員）を配置する。

Ｒ7 39,734

Ｒ8 39,734

いじめ・非行問題行動・怠学による不登校等の課題を抱える児童生徒、保護者、学校に対し、専
門家（元校長・心理士・警察ＯＢ等）を含むサポートチームの編成や、各校に配置する心のふれ
あい相談員による相談活動、大学や関係諸機関との連携により支援を行う。

学校教育課
既存

概
要

65,749

重点 指標 既存 Ｒ5 400

期間：R2～ Ｒ6 400

重
要

重
要

既存

既存教育センター

教育相談アドバイザー支援事業 教育センター

R5

特色ある学校づくり支援事業

1,320

R5 2,700

学校法律相談事業 学校教育課

学校教育課

概
要

安全・安心な学校と地域づくり推進事業 学校教育課
期間：H17～

指標 既存

既存

概
要

複雑ないじめ問題や自殺防止など、本市の児童生徒の抱える課題解決のため、教育相談アド
バイザー制度を設置し、心理・福祉・医療の三分野の専門的な見地から、学校へ指導、助言、及
び教育的対応を支援するものである。

Ｒ7 400

Ｒ8

Ｒ5 13,474

41,610R5

R5 75

400

9,402R5

未定

Ｒ5 250

期間：R5～

Ｒ8

Ｒ7 未定

Ｒ6 未定

持続可能な部活動の実現と教師の負担軽減及び生徒が文化芸術等に親しむ機会の確保を目
的に、休日の部活動の地域移行を段階的に実施するものである。

新規
所沢市文化部活動推進事業

地域人材活用事業

2-5-2 豊かな心の育成

2-5-3 地域が信頼する学校づくりの推進 （千円）

Ｒ7 65,749

15,066

15,066

15,066

Ｒ6

65,749

Ｒ5

65,749

15,066

既存

（千円）

R5 9,110

Ｒ8

Ｒ5

優
先

優
先

就学相談事業 学校教育課 既存

期間：H14 ～

概
要

健やか輝き支援事業

教育相談事業 教育センター

Ｒ7

Ｒ6

心理学系の大学院の修士課程を修了した者をスクールカウンセラーとして市費で任用し、小・
中学校に派遣する。学校教育課健やか輝き支援室の心理士や県費スクールカウンセラー等と
連携し、児童生徒の悩みや困難さについてきめ細かな相談・支援を行う。

期間：R元～
スクールカウンセラー学校派遣事業 学校教育課

豊かな心育成支援事業

Ｒ8

学校教育課 指標 既存

既存

学校教育課
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2-5-4

2-5-6

最
優
先

地域力活用運動好きな子ども育成事業 スポーツ振興課

中学生体力調査事業

教育施設課
重点

概
要

968

R5

R7

期間：R4～

（千円）

R8

期間：R4～

中学校体育連盟補助金 スポーツ振興課 既存 R5

既存

2-5-5 学校環境整備の推進

概
要

市内小中学校の屋内運動場及び武道場の老朽化した既存照明についてＬＥＤ化を実施し、二
酸化炭素の排出削減及び光熱費等の維持管理費の縮減を図ることにより、本市が掲げるゼロ
カーボンシティの実現に寄与するものである。※R4からの繰越：833,023千円

小学校社会科副読本作成委託料

重点 指標

最
優
先

Ｒ5

優
先

Ｒ6

既存

R7

重点 指標

R5既存

指標 既存

学校施設の老朽化対策の一環として、屋内運動場のトイレ及び校舎2系統目のトイレの洋式化
やバリアフリーを含めた改修を行い、学校環境の改善及び整備を実施するものである。
※R4からの繰越：700,677千円＋R5：51,332千円

0重要 私立学校誘致推進事務 経営企画課 既存 R5指標

教育総務課

2-5-7 教育環境の充実 （千円）

重
要

保護者負担軽減補助金交付事業 既存

就学援助事業

R5

教育総務課 175,030

21,465

198

小学校体育連盟補助金 スポーツ振興課 既存 380

スポーツ振興課 指標 1,179既存

R5

R5

R5

（千円）

小中学校LED化整備事業

概
要

小学校第３・４学年の社会科では、身近な地域や市区町村、都道府県の様子について、学習の
問題を追及・解決する活動を行っている。この学習をより充実させるためには、地域の実態に即
して作成された副読本の活用が必要不可欠となる。

Ｒ7 3,300

Ｒ8

Ｒ8

ＩＣＴ支援員配置事業

634,550

634,550

R7

R8

概
要

学習環境の整備

教育センター

3,300

既存

期間：H26～

教育施設課
重点 指標

既存
教育施設課

R5
学校トイレ改修事業

R8

752,009

464,900
教育施設課

重点 指標 既存

R6

R7

中学校校舎内部改修（木質化）事業
116,532

112,032

116,532

R5

438,100

R8

R6 634,550

538,800

R5 606,338

期間：S30～

（千円）

118,910

R6

期間：R3～R5 R6

833,023

重点 指標

「所沢市公共施設長寿命化計画」において、学校施設は、築後80年以上を目標使用年数と設
定されたことから、学校環境の整備及び長寿命化を目的とし、中学校校舎内部改修（木質化）
事業を実施するものである。

学校施設修繕・改修事業

健やかな体の育成
254R5既存

重
要

3,300

72,600

期間：R４～R5 Ｒ6

ＩＣＴインフラの有効活用と教員の負担軽減を図るため、令和4年度に学校に配置したＩＣＴ支援
員について、令和5年度においても、継続して配置するものである。

Ｒ7

Ｒ5 2,750
教育センター

優
先

概
要
老朽化による建物の機能低下や損傷が生じ、施設の安全性の確保のために、修繕や改修工事
を行い、学校環境の安全性の確保並びに改善、向上を図るものである。

概
要

児童生徒体力向上推進委員会交付金 スポーツ振興課 既存
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R6

現状値 20 目標値

単位：校

◆◇◆事業目標

2‐5‐1 学力向上推進事業における研究委託校数 学校教育課

H29 R元 R2 R3 R4 R5

実績値 20 1 21 21

H29 R2 R3

各学校における研究実践とその成果の発表により、市内全小中学校の教育力向上を図るために研究を
委託した学校数を示す指標です。
現  状：平成29年度の学力向上推進事業における市内小中学校の研究委託校数です。
目  標：現在の研究委託校数の維持をめざすものです。

61

2‐5‐2 いじめ解消率の小・中の割合※ 学校教育課

R6R5R4

現状値 51.2 目標値 60 65

R元

R2 R3 R4 R5

62 63 64

2‐5‐3 特色ある学校づくり支援事業で活用した地域人材の人数 学校教育課

単位：％ 実績値 43.5

「豊かな心を育成する」教育の充実に取り組んだ成果を測る指標です。
現　状：平成29年度（12月末時点）におけるいじめ解消に至った割合です。
目　標：令和6年度までに65％をめざすものです。

※平成29年度に「いじめ解消」の要件が変更となりました。「いじめ解消」状態とは、3ケ月を目安とした
相当期間いじめ行為が止んでいることと、被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないことが新たな要
件となります。

50.948.7 73.2

特色ある学校づくり支援事業で活用した地域人材の人数です。
現　状：平成29年度の市内小中学校において学校応援団として活動に携わった延人数です。
目　標：毎年度、埼玉県の1校あたりの地域人材活用平均想定人数である6，110人（平成29年度の県実
績数）をめざすものです。

現状維持

単位：人 実績値 5,783 5,064 4,088 3,761

R6

現状値 5,603 目標値 6,110 6,110 6,110 6,110 6,110 6,110

H29 R元
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2‐5‐4 学校給食センターの再整備 保健給食課

H29 R元 R2

現状値 6 目標値 7 7 7

単位：％ 実績値 5.7

2‐5‐4 学校給食における残食率 保健給食課

H29 R元 R2 R3 R4

R3 R4 R5 R6

設計 建設 運営

5.5 5.9 未確定

R5 R6

現状値 調査 目標値 調査 検討 検討

7 7 7

学校給食センター再整備の取り組み状況を示す指標です。
現　状：平成29年度の状況です。
目　標：令和6年度中からの運営をめざすものです。

2‐5‐4 体力テストにおける上位ランクの生徒の割合（中学校） スポーツ振興課

1年間の市内小中学校の給食の配食量に対する残食量の割合を示す指標です。
現　状：平成29年度の市内小中学校の合計の残食率です。
目　標：毎年度、残食率7％以下をめざすものです。

単位：― 実績値 調査 実施方針 契約締結 工事

R6

88.6 88.8 89.0 89.2

H29 R元 R2 R3 R4 R5

新体力テストの総合評価（文部科学省が示すテストの種目ごとの得点から換算）が5段階中の上位3ラン
クの評価となった生徒の割合を示す指標です。
現　状：平成29年度における割合です。
目　標：毎年度0．2ポイントの増加をめざすものです。

2‐5‐5 学校トイレの洋式化率 教育施設課

現状値 87.9 目標値 88.2 88.4

単位：％ 実績値 87.3 中止 83.6 81.8

R6

現状値 35 目標値 41 44 47 50 53 56

H29 R元 R2 R3 R4 R5

学校環境整備の進捗状況を示す指標です。
現　状：平成29年度までの所沢市立小中学校のトイレの洋式化率です。
目　標：令和6年度までに56%をめざすものです。

単位：％ 実績値 44.0 48.0 52.0 54.0
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2‐5‐6 市内小中学校における電子黒板の導入割合 教育センター

私立学校の市内設置に関する誘致を進めるため、教育機関等への誘致活動を示す指標です。
現　状：市内への学校設置を検討している法人の相談や情報提供に対応しています。
目　標：計画期間中の誘致活動を推進するものです。

推進

単位：― 実績値 推進 推進 推進 推進

単位：％ 実績値 24 24 20 20

※令和2年度に文部科学省の「GIGAスクール構想」に基づき、児童生徒1人1台の学習者用コンピュータ
を整備しました。これにより、全ての普通教室及び一部の特別教室に大型提示装置が早急に必要となっ
たことから、電子黒板から液晶ディスプレイに変更し導入しました。

R6

40 45 50現状値 17 目標値 24 29 35

H29 R元 R2 R3 R4 R5

R6

現状値 推進 目標値

H29 R元 R2 R3 R4 R5

「ＩＣＴ環境整備」に資する電子黒板の導入割合を示す指標です。
現　状：平成２９年度の普通教室１室に対する電子黒板の導入割合です。
目　標：令和６年度までに効果検証を図りながら５０％をめざすものです。

2‐5‐7 特色ある私立学校の誘致 経営企画課

▲学校トイレ改修（林小学校）
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